
市　　議　　会　　だ　　よ　　り（3）平成28年（2016年）8月1日

特別天然記念物のメヒルギ（28年5月時点）

27年12月に誕生したコアラの赤ちゃんと
お母さんのココロ

ルース台風で倒れた家の
後片付けをする市民

　
　
　
平
川
動
物
公
園
の
コ
ア
ラ
が
減

少
し
て
い
る
現
状
に
対
す
る
市
長
の
思

い
は
。
ま
た
、
今
後
の
個
体
導
入
の
計

画
は
。

　
　
　
同
園
に
お
い
て
は
、
現
在
、
国

内
最
多
の
８
頭
を
飼
育
し
て
い
る
が
、

以
前
に
比
べ
減
少
し
て
き
て
お
り
、
残

念
に
思
っ
て
い
る
。
２
年
前
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
行
き
、
コ
ア
ラ
と
触
れ
合

う
中
で
、
日
本
で
一
番
コ
ア
ラ
の
い
る

動
物
園
に
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を

持
ち
、
新
た
な
個
体
の
導
入
を
現
在
計

画
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
平
成
28
年
の
秋
頃
を

目
途
に
メ
ス
の
コ
ア
ラ
２
頭
を
、
32
年

ま
で
に
オ
ス
の
コ
ア
ラ
１
頭
を
導
入
予

定
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
今
後

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
将
来
に
向
け
て
、
魚
類
市
場
が

取
り
組
む
べ
き
施
設
整
備
等
の
課
題
は
。

　
　
　
本
市
で
は
、
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー

ン
に
対
応
し
た
閉
鎖
型
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
全
安
心
な
水
産
物
を
供
給
し
て
い

く
た
め
に
は
、
同
市
場
の
再
整
備
事
業

を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
最
も
大
切
で

あ
り
、
合
わ
せ
て
、
市
場
関
係
者
と
一

体
と
な
っ
て
、
魚
食
普
及
の
推
進
な
ど

水
産
物
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
新
教
育
長
か
ら
見
た
本
市
教
育

の
課
題
と
教
育
に
対
す
る
考
え
方
お
よ

び
理
念
は
。
ま
た
、
本
市
の
子
ど
も
た

ち
を
ど
の
よ
う
に
育
て
た
い
と
思
っ
て

い
る
か
。

　
　
　
本
市
で
は
、
平
成
28
年
２
月
に

教
育
振
興
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
、
「
い
じ
め
対
策
・

不
登
校
対
策
」、
「
学
力
の
定
着
・
向

上
」、
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
な
ど
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
育
と
は
、
人
格
の
完
成
を

目
指
し
、
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
個
人
の

能
力
を
伸
長
し
、
自
立
し
た
人
間
を
育

て
、
幸
福
な
生
涯
を
実
現
す
る
上
で
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

「
教
え
、
教
え
ら
れ
、
育
て
、
育
て
ら

れ
る
」
と
い
う
人
間
関
係
の
相
互
作
用

で
成
り
立
ち
、
そ
の
中
で
、
大
人
は
子

ど
も
の
可
能
性
を
信
じ
、
謙
虚
な
気
持

ち
で
接
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
子

ど
も
の
可
能
性
を
開
き
、
広
げ
る
最
大

の
要
素
は
、
感
動
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
　
本
市
に
は
、
教
育
を
大
事
に
す
る
伝

統
や
風
土
が
あ
り
、
豊
か
な
自
然
、
地

域
に
根
ざ
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
が

継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
大
切
に

生
か
し
な
が
ら
、
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
生
き
る
力

を
養
い
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
学

び
続
け
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
本
市
の
奨
学
金
制
度
の
対
象
や

貸
与
額
な
ど
の
要
件
、
返
済
が
困
難
な

場
合
の
救
済
措
置
の
有
無
、
利
用
者
数

お
よ
び
滞
納
額
は
。
ま
た
、
今
後
の
課

題
や
問
題
点
は
。

　
　
　
同
制
度
に
つ
い
て
は
、
市
内
に

居
住
す
る
高
校
生
等
を
対
象
に
、
所
属

す
る
世
帯
が
一
定
の
所
得
要
件
を
満
た

す
場
合
、
月
額
で
公
立
１
万
８
千
円
、

私
立
３
万
円
を
貸
与
し
て
お
り
、
大
学

在
学
中
や
疾
病
等
で
返
還
が
困
難
に
な

っ
た
と
き
に
返
還
を
猶
予
す
る
制
度
な

ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
の
貸
与
者
数
は

１
１
５
人
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
滞
納

額
は
26
年
度
末
で
７
９
５
６
万
３
千
円

で
あ
る
。　

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
広
報
等
に

努
め
な
が
ら
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
滞
納
額
が
年
々
増
加
し
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
返
済
能
力
が
あ
る
人
か

ら
は
着
実
に
回
収
を
行
い
、
基
金
の
減

少
を
防
ぐ
な
ど
、
安
定
的
な
運
営
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
喜
入
の
メ
ヒ
ル
ギ
群
落
の
生
育

改
善
と
周
辺
整
備
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
は
。
ま
た
、
平
成
28
年
2
月
に
メ

ヒ
ル
ギ
の
葉
が
変
色
、
落
葉
す
る
な
ど
、

壊
滅
的
状
況
と
な
っ
た
要
因
と
調
査
状

況
、
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
メ
ヒ
ル
ギ
の
生
育
改
善
お
よ
び

周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
メ
ヒ
ル
ギ
再

生
整
備
活
用
事
業
と
し
て
18
年
度
か
ら

河
川
水
の
定
期
的
な
散
水
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
22
年
度
か
ら
海
水
導
入
を

開
始
し
、
24
年
度
か
ら
は
計
画
的
に
土

砂
の
除
去
を
行
う
な
ど
生
育
環
境
の
改

善
に
努
め
て
き
た
ほ
か
、
21
年
度
に
は

見
学
者
用
の
駐
車
場
や
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー

ク
な
ど
、
周
辺
の
整
備
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
28
年
１
月
下
旬
の
積
雪
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
メ
ヒ
ル
ギ
群
落
の
北

側
半
分
近
く
が
枝
枯
れ
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
年
2
月

初
め
に
現
地
調
査
で
状
況
を
把
握
し
、

同
月
下
旬
に
は
県
と
専
門
家
を
交
え
て

被
害
状
況
の
確
認
を
行
い
、
そ
の
後
、

継
続
的
に
根
や
枝
の
生
育
状
況
や
水
質
・

土
壌
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
積
雪
な
ど
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
専
門
家
の
意
見
な
ど
を
聞
く
中
で

は
、
回
復
は
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
、
国
・
県
と
も
十
分
連
携
し
な

が
ら
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
退
避
壕
・
退
避
舎
の
役
割
と
今

後
の
新
設
・
改
修
予
定
は
。
ま
た
、
災

害
時
に
お
い
て
島
内
避
難
を
強
い
ら
れ

た
場
合
、
現
在
の
指
定
避
難
所
で
の
受

け
入
れ
は
十
分
か
。

　
　
　
桜
島
の
退
避
壕
・
退
避
舎
に
つ

い
て
は
、
住
民
や
観
光
客
が
噴
石
等
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で

あ
り
、
平
成
28
年
度
は
、
退
避
壕
に
つ

い
て
黒
神
埋
没
鳥
居
の
駐
車
場
に
１
基

新
設
す
る
ほ
か
、
松
浦
、
白
浜
の
建
て

替
え
・
改
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
数
日
間
の
島
内
避
難
の
場
合

は
、
島
内
20
カ
所
の
指
定
避
難
所
で
食

料
品
等
の
備
蓄
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
対
応
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
災
害
時
に
お
け
る
本
市
の
罹
災

証
明
の
区
分
と
判
定
方
法
は
。

　
　
　
罹
災
証
明
の
「
住
家
被
害
の
程

度
」
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
が
定
め
る

「
災
害
に
係
る
住
家
の
被
害
認
定
基
準

運
用
指
針
」
に
お
い
て
、
「
全
壊
」、

「
大
規
模
半
壊
」、
「
半
壊
」、
「
半
壊

に
至
ら
な
い
」
の
４
区
分
と
さ
れ
て
い

る
。
　
ま
た
、
同
指
針
に
お
い
て
は
、
地
震

に
よ
り
被
災
し
た
住
家
に
対
す
る
被
害

認
定
調
査
は
、
外
観
目
視
に
よ
る
第
１

次
調
査
、
外
観
目
視
お
よ
び
内
部
立
ち

入
り
に
よ
る
第
２
次
調
査
の
２
段
階
で

実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
は
、
国
が
示
し
た
こ
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
判
定
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

　
昭
和
26
年
10
月
14
日
、
鹿
児
島
県
を
襲

っ
た
ル
ー
ス
台
風
は
、
最
低
気
圧
９
４

８
・
２
㍊
、
最
大
瞬
間
風
速
46
・
５
㍍
と

い
う
猛
烈
な
も
の
で
し
た
。

　
鹿
児
島
市
の
被
害
は
、
死
者
13
人
、
重

軽
傷
者
16
人
、
住
家
の
全
壊
・
流
失
、
そ

の
他
堤
防
決
壊
、
道
路
破
損
な
ど
を
合
わ

せ
、
被
害
総
額
は
75
億
８
千
万
円
に
上
り

ま
し
た
。

　
市
は
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
12
カ
所
お

よ
び
私
有
施
設
に
延
べ
11
万
６
２
０
人
の

被
災
者
を
収
容
し
、
そ
れ
ぞ
れ
炊
き
出
し

を
実
施
、
仮
設
住
宅
２
３
６
戸
を
急
造
し

ま
し
た
。

　
市
議
会
で
も
手
分
け
し
て
災
害
調
査
に

当
た
り
、
救
援
対
策
の
推
進
に
努
め
ま
し

た
。
同
年
12
月
11
日
の
定
例
会
で
は
ル
ー

ス
台
風
に
よ
る
災
害
救
助
費
を
含
む
26
年

度
歳
入
歳
出
追
加
予
算
（
８
６
１
６
万
２

千
円
）
と
、
台
風
被
害
者
に
対
す
る
市
税

の
減
免
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件
が
提
案

さ
れ
、
17
日
の
本
会
議
で
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
27
年
３
月
の
議

会
で
は
ル
ー
ス
台
風
関
係
の
起
債
６
８
０

０
万
円
を
認
め
て
い
ま
す
。
同
年
３
月
11

日
の
本
会
議
で
は
、
議
員
が
台
風
時
に
お

け
る
市
の
消
防
職
員
、
消
防
団
員
ら
の
活

躍
を
称
賛
し
、
全
国
と
比
べ
て
、
本
市
の

消
防
団
が
人
数
的
に
も
財
政
的
に
も
弱
体

で
あ
る

こ
と
に

触
れ
、

消
防
団

員
の
処

遇
改
善

を
迫
っ

た
よ
う

で
す
。

猛
威
を
振
る
っ
た
ル
ー
ス
台
風
と

　
　
　
　
　
消
防
団
員
の
待
遇
改
善

〜
第
19
話
〜

問答

罹
災
証
明
の
区
分
と
判
定
方
法

問答

平
川
動
物
公
園
の
新
た
な

コ
ア
ラ
の
個
体
導
入

問答 本
市
の
奨
学
金
制
度
の
現
状

答

問答 魚
類
市
場
が
取
り
組
む
べ
き

施
設
整
備
等
の
課
題

問答 新
教
育
長
の
本
市
教
育
行
政
に

臨
む
姿
勢

特
別
天
然
記
念
物
メ
ヒ
ル
ギ
の

再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

問

問答 桜
島
地
区
の
避
難
と
防
災

　
生
鮮
食
品
な
ど
を
低
温
・
冷
蔵
・
冷

凍
の
ま
ま
生
産
者
か
ら
消
費
者
の
手
に

届
け
る
た
め
の
流
通
シ
ス
テ
ム

解
説
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン

り

ご
う

　第２回定例会では１件の意見書案を原案どおり可決しました。要旨は次の
とおりです。
●教育予算の拡充を求める意見書
　国においては、平成29年度の予算編成において、子どもたちの教育環境改善
のために、計画的な教職員定数改善を推進するとともに、教育の機会均等と水
準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を堅持するよう
強く要請するため、国会および関係行政庁に対し意見書を提出します。
　提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、
　　　　　財務大臣、文部科学大臣、総務大臣

可決された意見書の要旨


